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2023年 10月 27日 

各位 
大和アセットマネジメント株式会社 

 

 

上場投資信託（ETF）の信託約款変更のお知らせ 

 

当社は、下記のとおり、上場投資信託（ETF）の投資信託約款の変更を行うことを本日決定しました

ので、お知らせいたします。 

 
記 

 

1. 銘柄名（銘柄コード） 

iFreeETF NASDAQ100（為替ヘッジなし） （2840） 

iFreeETF NASDAQ100（為替ヘッジあり） （2841） 

 

2. 変更内容および変更理由 

上記ETFおよび上記ETFが投資対象とするマザーファンドについて、運用成果をより適切に情報開示

するため、ベンチマークを、以下のとおり配当を含まない指数から配当を含む指数に変更します。 

なお、この信託約款変更は、運用方法を変更するものではありません。 

銘柄 

ｺｰﾄﾞ 
ファンド名 

変更前 

ベンチマーク 

変更後 

ベンチマーク 

2840 
iFreeETF NASDAQ100（為替ヘッジ

なし） 

NASDAQ100指数（円ベー

ス） 

NASDAQ100指数（配当込

み、円ベース） 

2841 
iFreeETF NASDAQ100（為替ヘッジ

あり） 

NASDAQ100指数（円建て、

円ヘッジ） 

NASDAQ100指数（配当込

み、円建て、円ヘッジ） 

- 
NASDAQ100指数（為替ヘッジなし）

マザーファンド 

NASDAQ100指数（円ベー

ス） 

NASDAQ100指数（配当込

み、円ベース） 

- 
NASDAQ100指数（為替ヘッジあり）

マザーファンド 

NASDAQ100指数（円建て、

円ヘッジ） 

NASDAQ100指数（配当込

み、円建て、円ヘッジ） 

 

3．日程 

2023 年 12月 1日まで 金融庁へ届出 

2023 年 12月 2日   変更日 

 

4．変更に関する手続き 

当該投資信託約款変更は、投資信託及び投資法人に関する法律に規定される「変更の内容が重大な

もの」に該当しないため、書面決議手続きは行いません。 
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投資信託約款の新旧対照表 

 

iFreeETF NASDAQ100（為替ヘッジなし） 

変 更 後 現 行 

 

運用の基本方針 
１．基本方針 

この投資信託は、信託財産の1口当たりの純

資産額の変動率をNASDAQ100指数（配当込み、

円ベース）の変動率に一致させることを目的と

します。 

 

２．運用方法 

(2) 投資態度 

① 主として、マザーファンドの受益証券を

通じて、米国の株式（ＤＲ（預託証券）を

含みます。）に投資し、信託財産の1口当た

りの純資産額の変動率をNASDAQ100指数

（配当込み、円ベース）の変動率に一致さ

せることをめざします。 

※ （略） 

②～⑤ （略） 

 

（受益権の分割および再分割） 

第 8条 委託者は、第2条の規定による受益権に

ついては、1口当たりの元本額が2022年1月

27日のNASDAQ100指数の終値（米ドル建）

を2022年1月28日の為替レートで円換算し

た値の100分の1に相当する数値となる口

数に、追加信託によって生じた受益権につ

いては、これを追加信託のつど第9条第1項

の追加口数に、それぞれ均等に分割しま

す。 

② （略） 

 

（信託事務の諸費用および監査報酬） 

第40条 信託財産に関する租税、信託事務の処理

に要する諸費用、受託者の立替えた立替金

の利息および信託財産にかかる監査報酬

ならびに当該監査報酬にかかる消費税等

に相当する金額は、受益者の負担とし、信

託財産中から支弁します。なお、受益権の

上場にかかる費用およびNASDAQ100指数

（配当込み、円ベース）（以下「対象株価

指数」といいます。）の商標（これに類す

る商標を含みます。）の使用料ならびにこ

れらにかかる消費税等に相当する金額は、

受益者の負担とし、信託財産中から支弁す

ることができます。 

② （略） 

 

 

運用の基本方針 
１．基本方針 

この投資信託は、信託財産の1口当たりの純

資産額の変動率をNASDAQ100指数（円ベース）

の変動率に一致させることを目的とします。 

 

 

２．運用方法 

(2) 投資態度 

① 主として、マザーファンドの受益証券を

通じて、米国の株式（ＤＲ（預託証券）を

含みます。）に投資し、信託財産の1口当た

りの純資産額の変動率をNASDAQ100指数

（円ベース）の変動率に一致させることを

めざします。 

※ （略） 

②～⑤ （略） 

 

（受益権の分割および再分割） 

第 8条 委託者は、第2条の規定による受益権に

ついては、1口当たりの元本額が2022年1月

27日のNASDAQ100指数（以下「対象株価指

数」といいます。）の終値（米ドル建）を

2022年1月28日の為替レートで円換算した

値の100分の1に相当する数値となる口数

に、追加信託によって生じた受益権につい

ては、これを追加信託のつど第9条第1項の

追加口数に、それぞれ均等に分割します。 

② （略） 

 

（信託事務の諸費用および監査報酬） 

第40条 信託財産に関する租税、信託事務の処理

に要する諸費用、受託者の立替えた立替金

の利息および信託財産にかかる監査報酬

ならびに当該監査報酬にかかる消費税等

に相当する金額は、受益者の負担とし、信

託財産中から支弁します。なお、受益権の

上場にかかる費用および対象株価指数の

商標（これに類する商標を含みます。）の

使用料ならびにこれらにかかる消費税等

に相当する金額は、受益者の負担とし、信

託財産中から支弁することができます。 

 

 

② （略） 
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iFreeETF NASDAQ100（為替ヘッジあり） 

変 更 後 現 行 

 

運用の基本方針 
１．基本方針 

この投資信託は、信託財産の1口当たりの純

資産額の変動率をNASDAQ100指数（配当込み、

円建て、円ヘッジ）の変動率に一致させること

を目的とします。 

 

２．運用方法 

(2) 投資態度 

① 主として、マザーファンドの受益証券を

通じて、米国の株式（ＤＲ（預託証券）を

含みます。）に投資し、信託財産の1口当た

りの純資産額の変動率をNASDAQ100指数

（配当込み、円建て、円ヘッジ）の変動率

に一致させることをめざします。 

※ （略） 

②～⑤ （略） 

 

（受益権の分割および再分割） 

第 8条 委託者は、第2条の規定による受益権に

ついては、1口当たりの元本額が2022年1月

27日のNASDAQ100指数（円建て、円ヘッジ）

の終値の10倍に相当する数値となる口数

に、追加信託によって生じた受益権につい

ては、これを追加信託のつど第9条第1項の

追加口数に、それぞれ均等に分割します。 

 

② （略） 

 

（信託事務の諸費用および監査報酬） 

第40条 信託財産に関する租税、信託事務の処理

に要する諸費用、受託者の立替えた立替金

の利息および信託財産にかかる監査報酬

ならびに当該監査報酬にかかる消費税等

に相当する金額は、受益者の負担とし、信

託財産中から支弁します。なお、受益権の

上場にかかる費用およびNASDAQ100指数

（配当込み、円建て、円ヘッジ）（以下「対

象株価指数」といいます。）の商標（これ

に類する商標を含みます。）の使用料なら

びにこれらにかかる消費税等に相当する

金額は、受益者の負担とし、信託財産中か

ら支弁することができます。 

② （略） 

 

 

運用の基本方針 
１．基本方針 

この投資信託は、信託財産の1口当たりの純

資産額の変動率をNASDAQ100指数（円建て、円

ヘッジ）の変動率に一致させることを目的とし

ます。 

 

２．運用方法 

(2) 投資態度 

① 主として、マザーファンドの受益証券を

通じて、米国の株式（ＤＲ（預託証券）を

含みます。）に投資し、信託財産の1口当た

りの純資産額の変動率をNASDAQ100指数

（円建て、円ヘッジ）の変動率に一致させ

ることをめざします。 

※ （略） 

②～⑤ （略） 

 

（受益権の分割および再分割） 

第 8条 委託者は、第2条の規定による受益権に

ついては、1口当たりの元本額が2022年1月

27日のNASDAQ100指数（円建て、円ヘッジ）

（以下「対象株価指数」といいます。）の

終値の10倍に相当する数値となる口数に、

追加信託によって生じた受益権について

は、これを追加信託のつど第9条第1項の追

加口数に、それぞれ均等に分割します。 

② （略） 

 

（信託事務の諸費用および監査報酬） 

第40条 信託財産に関する租税、信託事務の処理

に要する諸費用、受託者の立替えた立替金

の利息および信託財産にかかる監査報酬

ならびに当該監査報酬にかかる消費税等

に相当する金額は、受益者の負担とし、信

託財産中から支弁します。なお、受益権の

上場にかかる費用および対象株価指数の

商標（これに類する商標を含みます。）の

使用料ならびにこれらにかかる消費税等

に相当する金額は、受益者の負担とし、信

託財産中から支弁することができます。 

 

 

② （略） 

 

 

 

 

 

 



4 

NASDAQ100指数（為替ヘッジなし）マザーファンド 

変 更 後 現 行 

 

運用の基本方針 
１．基本方針 

この投資信託は、投資成果をNASDAQ100指数

（配当込み、円ベース）の動きに連動させるこ

とをめざして運用を行ないます。 

 

２．運用方法 

(2) 投資態度 

① 主として、米国の株式（ＤＲ（預託証券）

を含みます。）に投資し、投資成果を

NASDAQ100指数（配当込み、円ベース）の

動きに連動させることをめざして運用を

行ないます。 

※ （略） 

②～④ （略） 

 

 

運用の基本方針 
１．基本方針 

この投資信託は、投資成果をNASDAQ100指数

（円ベース）の動きに連動させることをめざし

て運用を行ないます。 

 

２．運用方法 

(2) 投資態度 

① 主として、米国の株式（ＤＲ（預託証券）

を含みます。）に投資し、投資成果を

NASDAQ100指数（円ベース）の動きに連動

させることをめざして運用を行ないます。 

 

※ （略） 

②～④ （略） 

 

 

NASDAQ100指数（為替ヘッジあり）マザーファンド 

変 更 後 現 行 

 

運用の基本方針 
１．基本方針 

この投資信託は、投資成果をNASDAQ100指数

（配当込み、円建て、円ヘッジ）の動きに連動

させることをめざして運用を行ないます。 

 

２．運用方法 

(2) 投資態度 

① 主として、米国の株式（ＤＲ（預託証券）

を含みます。）に投資し、投資成果を

NASDAQ100指数（配当込み、円建て、円ヘ

ッジ）の動きに連動させることをめざして

運用を行ないます。 

※ （略） 

②～④ （略） 

 

 

運用の基本方針 
１．基本方針 

この投資信託は、投資成果をNASDAQ100指数

（円建て、円ヘッジ）の動きに連動させること

をめざして運用を行ないます。 

 

２．運用方法 

(2) 投資態度 

① 主として、米国の株式（ＤＲ（預託証券）

を含みます。）に投資し、投資成果を

NASDAQ100指数（円建て、円ヘッジ）の動

きに連動させることをめざして運用を行

ないます。 

※ （略） 

②～④ （略） 

 

 

以上 

 


